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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 肺動脈性肺高血圧症（PAH）は肺血管リモデリング、肺血管抵抗上昇、右室後負荷上昇に

伴い右心不全を呈する予後不良疾患である。PAH において自律神経バランス異常が予後不

良因子であることが知られているが、電気的迷走神経刺激（VNS）の PAHに対する影響は明

らかでないため、PAHモデルラットに対する VNSの効果について検討を行った。Fischer344

ラットに SU5416の皮下投与を行い、3週間低酸素に呈し、常酸素に戻すことで PAHモデル

ラットを作成した。慢性 VNS は電極を右頸部迷走神経に巻きつけ、刺激装置を背部皮下に

植込み、刺激開始、強度の調整を磁石にて行った。慢性 VNS は非刺激群と比較して、PAH

ラットにおける自律神経バランスを是正し、肺血管抵抗を低下、肺血管病変を抑制し、右

心機能を改善した。また慢性 VNS は、非刺激群と比較してその生存率を著明に改善した。

VNS は PAHに対する革新的な治療戦略となりうる。 

 

 以上の実験結果はこの方面の研究に新知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文

についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験結果等について説明を求め、各調査委

員より専門的な観点から論文内容およびこれに関連した事項について種々質問を行ったが

いずれについても適切な回答を得た。 

 

 よって調査委員合議の結果、試験は合格とした。 

 

 


